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平成 18 年 9 月 25 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ タービン建屋海水ドレンサンプとは、タービン建屋内で発生する海水廃液（放射性物質を含ま

ない）を回収するための設備です。 

※２ 用水とは、作業用、消火用等で使用する水で、放射性物質を含みません。また、脱塩水とは不

純物を取り除いた純度の高い水で、放射性物質を含みません。 
※３ 補給水とは、発電所の運転に再利用している水で、放射性物質を含む水を液体廃棄物処理系

で処理して使用します｡ 
※４ 放出管理目標値とは、施設周辺の公衆が受ける線量当量を低く保つために設定された努力目

標値（年間線量０．０５ミリシーベルト、自然放射線による年間線量２．４ミリシーベルトの約５０分

浜岡原子力発電所３号機 タービン建屋海水ドレンサンプからの補給水の放出について
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平成１８年９月２３日 

午後３時４０分頃、運転員が、タービン建屋海水ドレンサンプ（※１）の放

射能放出を監視する計器の指示が上昇していることを確認したため、現場

状況を確認した後に、タービン建屋海水ドレンサンプポンプの運転を停止し

ました。 

調査したところ、点検したタービン建屋海水ドレンサンプポンプ（Ａ－２）出

口逆止弁の漏えい確認の際、非放射性の水（用水、脱塩水（※２））を使用し

て漏えい確認を実施するところを、誤って補給水（※３）を使用していたこと

がわかりました。 

この結果、補給水を放水路より海に放出しました。 

発生号機 ３号機（定期検査中） 

 ：沸騰水型、定格電気出力１１０万キロワット 

HTUお知らせ基準 UTH 
「表２－２０」に該当します。 

発生時の状況 

 
 

再発防止のため以下の対策を実施します。 

○配管名称の表示を明確にします。 

○配管に記載されている名称の確認を徹底します。 

○使用前に再確認を促すため、当該部を含む３号機の全ての補給水元

弁について施錠管理を実施します。また、他号機についても同様の施

錠管理を実施します。 

対  策

 放水路より海に放出した補給水の量は、タービン建屋海水ドレンサンプ

ポンプの運転実績から約７トンと推定しています。この量から算出される放

射能量は、約２．７×１０ P

４
Pベクレルであり、原子炉施設保安規定に定める放

射性液体廃棄物の放出管理目標値（トリチウムを除く）（※４）である１．８×

１０ P

１１
Pベクレル／年の約６００万分の１の量でした。 

なお、放出された放射能量は極めて微量であるため、本事象による外部

への放射能の影響はなく、作業者等への被ばくはありませんでした。 

放射能の影響 

 
 

用水を供給する元弁が使用禁止となっていたため、脱塩水を使用するこ

ととしました。 

しかし、配管名称の表示が不明確であったため、補給水配管を脱塩水配

管と誤認識して接続し、弁の点検作業に伴うサンプポンプの運転により、補

給水を放水路より海に放出しました。 

原  因
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の１）以下にするため、気体および液体の放射性廃棄物に含まれる放射性物質の年間の放出

量を管理するための値です。 
なお、トリチウムは人体および環境に与える影響が非常に小さいことから、放出管理目標値は

定められていません。今回放出されたと推定されるトリチウムは約８．４×１０ P

８
Pベクレルであり、

基準値である１．８×１０P

１３
Pベクレル／年の約２万分の１の量でした。 

以 上 



 

タービン建屋海水ドレンサンプの概要図 
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路より海に放出しました。 

弁分解点検後に実施する漏えい確

認のためのサンプポンプ（Ａ－１）（Ａ

－２）の運転により、タービン建屋海

水ドレンサンプに流れ込んだ補給水

が放水路を経由して海に放出されま

した。 

補給水 

用水 
 

タービン建屋海水ドレンサンプ（Ａ） 

サ
ン
プ
ポ
ン
プ
（
Ａ
ー
２
） 

サ
ン
プ
ポ
ン
プ
（
Ａ
ー
１
） 

放水路（海）へ 

タービン建屋内で発生する海水廃液 
（放射性物質を含まない） 

仮設ホース 
【点検を実施した弁】 
タービン建屋海水ドレンサンプポンプ 

（Ａ－２）出口逆止弁 

U使用禁止となっていた元弁 

U再発防止対策として 
U施錠管理する元弁 

タービン建屋海水
ドレンサンプの放
射能放出を監視
する計器 

放射能のレベルが高くなると自動で閉弁します。 
（今回は放射能のレベルが低かったため閉弁していません。） 

脱塩水 
 


